
移動の目的によって、サービスが違います。（いずれの場合も、ガイドヘルパーが利用できます。）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1. 対象となる方

· 秋田市内に住所を有し、秋田市が援護者となっている方

· 屋外での移動に制限がある方

· 身体障害者手帳第１種の方

· 療育手帳Ａ又はこれと同等の重度の判定を受けている方

· 精神障害者保健福祉手帳１級又は２級の方

2. 対象となる外出（自立生活および社会参加を目的としています。）

· 官公署用務（基本的には居宅介護の利用を優先します）
· 冠婚葬祭

· 教育・文化的活動

· 町内・地域活動

· 大会

· その他社会参加

· 緊急性の高い外出で、障害福祉・介護保険などのサービスの支給が間に合わない場合（次回からは、障害福祉サービス・介護保険を利用していただきます。）

· なお、緊急の場合（１回限り）以外、通院には使えません。

· 利用できない外出

· 障害福祉サービスや介護保険により移動支援が受けられる外出、継続性のある外出、経済活動にかかる外出、社会通念上適当でない外出
3. 利用料金（だいたいの目安）

· 30分刻みの単価の１割負担です。おおまかな目安としてお考えください。

· 実費がかかる場合がありますので、事業者へご確認ください。

	　
	時間
	利用者負担
	　
	時間
	利用者負担

	　
	
	日中
	夜間

・早朝
	深夜
	　
	
	日中
	夜間

・早朝
	深夜

	身体介護伴わない
	30分
	80
	100
	120
	身体介護伴う
	30分
	230
	287
	345

	
	１時間
	150
	187
	225
	
	１時間
	400
	500
	600

	
	１時間30分
	225
	281
	337
	
	１時間30分
	580
	725
	870

	
	２時間
	300
	375
	450
	
	２時間
	662
	827
	993

	
	３時間
	450
	562
	675
	
	３時間
	826
	1,032
	1,239

	
	４時間
	600
	750
	900
	
	４時間
	990
	1,237
	1,485


· 夜間は午後６時から午後10時まで、早朝は午前６時から午前８時まで、深夜は午後10時から午前６時までをいいます。

· なお、非課税世帯・生活保護受給中の方は、無料となります。
· 身体介護を伴う単価は、排泄が全介助の方に適用します。
4. 支給期間

· １年です。

· 緊急性の高い外出で、障害福祉サービス・介護保険による支援が間に合わない場合は、その外出が終わるまでとなります。
5. 支給量

· 必要があれば、支給量の変更ができますので、変更の申請をしてください。

· 利用の状況に応じてお話を伺って必要に応じて支給しますが、目安は最大１ヶ月15時間で支給します。（必要であれば、１週間のスケジュールを伺った上で、15時間以上支給できます。）

6. 利用できる事業者

· 別紙一覧をご覧ください。

7. 利用の仕方

· 市に申請します。

· 市から決定通知と受給者証が送付されます。

· 受給者証を見せて、利用したい指定された事業者と契約します。

· 契約の後、ご利用ください。

· ご利用後、利用者負担を事業者へお支払いください。
8. 複数の障害者での利用について

· 支援者１人に対して利用者２人までとなります。

· そのため、利用者５人に対しては、最低３人の支援者が必要となります。

· あらかじめ、利用する前に相談し、支援者１人の方に２人で支援される人と、マンツーマンで支援される人を、決めておいてください。単価が違います。

· 利用者負担は、１割の負担ですが、基準単価については、１対１の場合の単価の７割となります。
· 例：基準単価が1,000円だとすると・・・・。
· 利用者負担は１割ですので、１対１の場合に100円となります。
· その場合、２対１の場合は、基準単価の７割で700円となり、利用者負担は、１割の１人70円となります。
移動支援を利用される方へ
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